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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は平成29年12月下旬に内部監査で、長期滞留在庫の棚卸資産評価について疑義のあることが判明し、社内調査を

行っておりましたが、１月初旬に新たに中国の子会社（佛山発爾特克汽車零部件有限公司）の売上計上について疑義の

あることが判明しました。

　これらを受けて、平成30年１月17日に当社取締役会において、不正調査等に豊富な経験を有する弁護士及び公認会計

士の外部専門家が委員として参画した特別調査委員会の設置を決議し、事実の解明及び原因の究明に着手しました。

　また、疑義判明を受けて実施された平成29年12月31日の棚卸において、実地棚卸数量と帳簿在庫数量の不一致が確認

され、実地棚卸数量入力時におけるデータ改竄の疑義が１月下旬に新たに判明したため、特別調査委員会において追加

調査を行いました。

　この結果、平成30年３月13日付にて、特別調査委員会による調査報告書を受領し、当社は、棚卸資産の不適切な評

価、中国子会社における売上計上の誤謬ならびに不適切な処理、実地棚卸数量入力時のデータ改竄等が判明したため、

影響のある過年度決算を訂正するとともに、平成25年３月期から平成29年３月期までの有価証券報告書及び平成28年３

月期の第１四半期から平成30年３月期の第２四半期までの四半期報告書について訂正を行うことといたしました。

 

　これらの決算訂正により、当社が平成29年11月13日に提出いたしました第14期第２四半期（自　平成29年７月１日　

至　平成29年９月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

２　監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみ

を記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第２四半期
連結累計期間

第14期
第２四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （百万円） 39,562 41,824 83,575

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △156 464 1,424

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） △521 23 435

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △1,524 99 △161

純資産額 （百万円） 17,009 18,132 18,387

総資産額 （百万円） 55,473 62,375 59,860

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） △56.01 2.51 46.77

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） - - 46.63

自己資本比率 （％） 28.0 26.2 27.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,736 2,512 5,241

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,273 △1,170 △3,108

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △301 174 △685

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,626 7,575 6,106

 

回次
第13期

第２四半期
連結会計期間

第14期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △7.30 5.19

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第13期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

４．第14期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社、連結子会社及び持分

法適用会社）が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当社グループを取り巻く経営環境は、日本の景気安定と堅調に推移する欧米経済に支えられ、総じて緩やかな回

復基調で推移しました。

　特に国内の景気については円安基調の定着等により企業収益の改善傾向が継続し、雇用環境も堅調なため緩やか

な回復基調にあり、当社グループの属する自動車業界の概況は国内四輪車生産台数及び販売台数共に前年同期を上

回る結果となりました。

　このような情勢の中、当第２四半期連結累計期間の売上高は、国内における新商品の販売増効果等により41,824

百万円（前年同期比5.7％増）となりました。

　営業利益は、日本セグメントの増収効果及び北米他セグメントの合理化効果等により486百万円（前年同期比

693.3％増）となりました。

　経常利益は、営業利益増に加え前年同期に為替差損が214百万円計上されたのに対し、当第２四半期連結累計期

間は為替差損が19百万円に減少したこと等により464百万円（前年同期は156百万円の損失）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は23百万円（前年同期は521百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

　セグメントの業績は、以下の通りであります。

（日本）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、国内四輪車生産台数及び販売台数の増加に伴う販売増並びにミリ

波レーダーカバー、電装品等の新商品販売増により31,440百万円（前年同期比11.3％増）となりました。

　セグメント利益は、操業度増効果及び合理化効果等により437百万円（前年同期は74百万円のセグメント損失）

となりました。

（アジア）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、円高による為替換算の影響及び自動車用品ビジネス競争激化の影

響等により5,292百万円（前年同期比6.2％減）となりました。

　セグメント利益は、売上高減少影響及び販売商品構成変化の影響等により387百万円（前年同期比41.0％減）と

なりました。

（北米他）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、円高による為替換算の影響及び販売商品構成変化の影響等により

5,091百万円（前年同期比10.2％減）となりました。

　セグメント損失は、英国子会社の新車立上げ費用増の解消等により352百万円（前年同期は597百万円のセグメン

ト損失）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は7,575百万円と

なり、前連結会計年度末比で1,468百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、2,512百万円（前年同期比775百万円増）となりました。主な資金の増加は、

減価償却費1,831百万円、仕入債務の増加額1,018百万円、売上債権の減少額936百万円であります。主な資金の

減少は、たな卸資産の増加額583百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、1,170百万円（前年同期比102百万円減）となりました。主な内訳は、有形及

び無形固定資産の取得による支出2,497百万円、有形及び無形固定資産の売却による収入1,410百万円でありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得られた資金は、174百万円（前年同期は301百万円の支出）となりました。主な内訳は、短期

借入金の純増加額2,558百万円、長期借入金の返済による支出1,336百万円、ファイナンス・リース債務の返済に

よる支出694百万円、配当金の支払額404百万円であります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,243百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、当社グループが達成すべき目標等を含む「FY17中期経営計画」を平成27年５月に策定してお

ります。「FY17中期経営計画」の主な内容は以下のとおりであります。

① 中長期ビジョン

『業界トップレベルの収益力と高品質を目指す』

②中長期ビジョン達成に向けて強化する重点戦略

　・グローバル事業の伸展

　・売上収益構造変革

　・コスト構造変革

③重点戦略に基づいた主要方策

　・ファルテック標準のグローバル拠点への浸透

　・グローバル最高品質の実現（技術・モノづくりのグローバルへの転写）

　・グローバル人材育成とFALTEC WAYの浸透

　・当社独自のビジネスモデルLCP提案（※１）の推進

　・No.1を目指す商品（※２）の売上拡大

　・新商品・新技術開発（他社より一歩先を行く先行開発）

　・FD1/2（※３）モノづくり原価低減活動（モノづくり生産体制強化）

　・源流からの原価企画活動の強化

　・グローバル最適調達の強化

※１ LCP(Life Cycle Plan)提案

　自動車部品事業で培った技術と自動車用品事業で培った企画・デザインを融合して、量産部品・コンバージョ

ン・アクセサリーの全てをクルマのライフサイクルプランとして一括提案するビジネスモデルです。

※２ No.1を目指す商品

　当社ではお客様にとって魅力ある高付加価値商品であるコンバージョン、ルーフレール、ウインドウモール、

電装品、ミリ波レーダーカバーを「No.1を目指す商品」と設定し、リソースを集中的に投入しています。

※３ FALTEC DASH 1/2 活動

　スペース半分・リードタイム半分で取り組んでいる当社グループの活動です。スペースとリードタイムを効率

的に活用することで経費削減につなげ収益力を強化します。

　FD1/2活動の第２ステージとして「モノづくり原価低減活動」に全社活動として取り組んでおります。

④「FY17中期経営計画」実行の中で発生した重要な課題

　英国子会社FALTEC EUROPE LIMITEDにおいて新車立上げ費用増等が発生したため、日本のモノづくり標準を展

開・浸透させることを徹底し、生産の安定化を図っておりますが、黒字化までには至っておりません。

　今後の黒字化及び中長期的な成長に向けてコスト構造改革、商品構成の見直し等、抜本的な対応についての取

り組みを加速させて参ります。
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（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの事業資金については、自己資金及び金融機関からの借入金により調達しております。当第２四

半期連結会計期間末における借入金残高は13,184百万円であり、このうち、運転資金としての短期借入金は

5,145百万円、設備資金としての長期借入金は8,039百万円（１年内返済予定の長期借入金2,576百万円を含

む。）であります。なお、借入金残高は前連結会計年度末に比べ、1,217百万円増加しております。

　資金の流動性につきましては、経済状況及び金融環境の急激な変化等により注意が必要でありますが、当社グ

ループは、現金及び現金同等物に加え、金融機関と当座貸越契約を締結しており、必要かつ十分な流動性を確保

していると考えております。

 

（７）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループの経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めて

おります。

　当社グループは、新興国に負けないコスト競争力の強化・国内自動車市場の縮小への対応・自動車メーカーの

グローバル化への対応等の課題を抱えています。

　このような環境の中で当社グループは、長期ビジョンとして『業界トップレベルの収益力と高品質を目指す』を

掲げ、将来の成長に向けて３つの重点戦略、グローバル事業の伸展・売上収益構造変革・コスト構造変革に取り組

んでおります。

　グローバル事業の伸展においては、海外への積極的な進出を実行しております。マザー工場制を導入し、生産に

関わるモノづくりの仕組がグローバル拠点で全て同じである事、「同一設備、同一工程、同一品質、同一改善、同

一管理」を徹底、グローバル供給体制を更に充実させていきます。

　売上収益構造変革においては、「当社独自のLCP提案の推進、No.1を目指す商品の更なる内製化の拡大、新商

品・新技術開発」によりお客様にとって付加価値の高い製品の売上比率を高めて参ります。

　コスト構造変革においてはFD1/2モノづくり原価低減活動を中心に省人化・新工法を確立し、変動費削減につな

げていきます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,378,600 9,378,600
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

　　 　 100株

計 9,378,600 9,378,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 9,378,600 － 2,291 － 791
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＴＰＲ株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－２ 5,207,100 55.52

GUANGDONG TGPM AUTOMOTIVE

INDUSTRY GROUP CO.,LTD.

（常任代理人大和証券株式会社)

SAN HUAN XI ROAD, XIAOTANG, SHISHAN

NANHAI FOSHAN, GUANGDONG, CHINA

(東京都千代田区丸の内１丁目９番１号)

444,408 4.73

SRG GLOBAL, INC.

（常任代理人大和証券株式会社）

800 STEPHENSON HIGHWAY, TROY, MICHIGAN

48083 U.S.A

（東京都千代田区丸の内１丁目９番１号）

377,655 4.02

小手川　隆 東京都港区 211,500 2.25

株式会社ＪＣＵ 東京都台東区東上野４丁目８－１号 180,000 1.91

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 130,900 1.39

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 129,700 1.38

J.P.MORGAN SECURITIES LLC-

CLEARING

（常任代理人シティバンク、エヌ・

エイ東京支店)

FOUR CHASE METROTECH CENTER BROOKLYN, NY

11245

（東京都新宿区新宿６丁目２７－３０）

69,000 0.73

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口5）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 66,900 0.71

NOMURA PB NOMINEES LIMITED

OMNIBUS-MARGIN(CASHPB)

（常任代理人野村証券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB, UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋１丁目９－１）

63,200 0.67

計 － 6,880,363 73.36
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　　600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　9,376,800 93,768 －

単元未満株式 普通株式　　　　　1,200 － －

発行済株式総数 9,378,600 － －

総株主の議決権 － 93,768 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式24株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ファルテック
神奈川県川崎市幸区

堀川町580番地
600 － 600 0.00

計 － 600 － 600 0.00

 

２【役員の状況】
　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,108 7,576

受取手形及び売掛金 18,052 17,075

商品及び製品 2,809 3,148

仕掛品 585 584

原材料及び貯蔵品 2,343 2,570

繰延税金資産 875 852

その他 1,559 1,838

貸倒引当金 △16 △12

流動資産合計 32,317 33,634

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,213 6,263

機械装置及び運搬具（純額） 5,373 5,248

工具、器具及び備品（純額） 1,301 1,372

土地 6,953 6,985

リース資産（純額） 1,750 2,396

建設仮勘定 1,810 2,054

有形固定資産合計 23,404 24,321

無形固定資産 1,057 1,016

投資その他の資産   

投資有価証券 1,439 1,918

繰延税金資産 1,310 1,157

その他 337 333

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 3,081 3,403

固定資産合計 27,542 28,741

資産合計 59,860 62,375
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,955 10,310

電子記録債務 3,592 4,222

短期借入金 2,585 5,145

1年内返済予定の長期借入金 2,670 2,576

リース債務 1,110 1,498

未払法人税等 207 207

賞与引当金 831 707

課徴金引当金 234 238

その他 4,376 4,788

流動負債合計 25,563 29,695

固定負債   

長期借入金 6,711 5,462

リース債務 513 795

退職給付に係る負債 7,320 6,998

持分法適用に伴う負債 19 1

再評価に係る繰延税金負債 1,007 1,007

その他 336 281

固定負債合計 15,909 14,547

負債合計 41,473 44,243

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,265 2,291

資本剰余金 583 609

利益剰余金 10,616 10,235

自己株式 △0 △0

株主資本合計 13,465 13,135

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 788 1,120

繰延ヘッジ損益 △1 △1

土地再評価差額金 1,935 1,935

為替換算調整勘定 1,853 1,422

退職給付に係る調整累計額 △1,363 △1,288

その他の包括利益累計額合計 3,213 3,189

非支配株主持分 1,708 1,807

純資産合計 18,387 18,132

負債純資産合計 59,860 62,375
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 39,562 41,824

売上原価 33,941 36,387

売上総利益 5,621 5,437

販売費及び一般管理費 ※ 5,559 ※ 4,950

営業利益 61 486

営業外収益   

受取利息 8 8

受取配当金 25 19

持分法による投資利益 32 17

その他 44 46

営業外収益合計 110 91

営業外費用   

支払利息 97 66

為替差損 214 19

その他 16 28

営業外費用合計 328 113

経常利益又は経常損失（△） △156 464

特別損失   

固定資産除却損 1 11

減損損失 57 -

特別損失合計 58 11

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△215 453

法人税等 198 314

四半期純利益又は四半期純損失（△） △413 138

非支配株主に帰属する四半期純利益 108 114

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△521 23
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △413 138

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3 331

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △1,347 △446

退職給付に係る調整額 231 74

その他の包括利益合計 △1,111 △39

四半期包括利益 △1,524 99

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,382 0

非支配株主に係る四半期包括利益 △142 99
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△215 453

減価償却費 1,805 1,831

のれん償却額 4 4

賞与引当金の増減額（△は減少） 116 △124

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △262 △257

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △4

受取利息及び受取配当金 △33 △27

支払利息 97 66

持分法による投資損益（△は益） △32 △17

減損損失 57 -

固定資産除却損 1 11

売上債権の増減額（△は増加） 1,025 936

たな卸資産の増減額（△は増加） △124 △583

仕入債務の増減額（△は減少） △1,156 1,018

その他 1,136 △478

小計 2,420 2,829

利息及び配当金の受取額 33 27

利息の支払額 △95 △66

法人税等の支払額 △622 △278

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,736 2,512

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,572 △2,497

有形及び無形固定資産の売却による収入 1,432 1,410

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

長期前払費用の取得による支出 △131 △31

その他 △1 △50

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,273 △1,170

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,046 2,558

長期借入れによる収入 42 -

長期借入金の返済による支出 △1,370 △1,336

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △619 △694

ストックオプションの行使による収入 2 50

配当金の支払額 △403 △404

財務活動によるキャッシュ・フロー △301 174

現金及び現金同等物に係る換算差額 △320 △47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △159 1,468

現金及び現金同等物の期首残高 4,785 6,106

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,626 ※ 7,575
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　次の関係会社について、金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

㈱いしかわファルテック  ㈱いしかわファルテック  

銀行借入保証 290百万円 銀行借入保証 263百万円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

荷造運搬費 1,486百万円 1,120百万円

給料及び手当 1,862 1,669

賞与引当金繰入額 190 190

退職給付費用 105 133

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 4,627百万円 7,576百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1 △1

現金及び現金同等物 4,626 7,575

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成28年５月25日

取締役会
普通株式 403 利益剰余金 43.33 平成28年３月31日 平成28年６月８日

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成29年５月25日

取締役会
普通株式 404 利益剰余金 43.33 平成29年３月31日 平成29年６月12日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア 北米他 計

売上高       

外部顧客への売上高 28,248 5,644 5,669 39,562 - 39,562

セグメント間の内部売上高

又は振替高
474 90 0 565 △565 -

計 28,722 5,735 5,669 40,127 △565 39,562

セグメント利益又は損失

（△）
△74 657 △597 △13 74 61

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「日本」セグメントにおいて、売却予定の資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累

計期間においては57百万円であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア 北米他 計

売上高       

外部顧客への売上高 31,440 5,292 5,091 41,824 - 41,824

セグメント間の内部売上高

又は振替高
439 32 10 482 △482 -

計 31,880 5,324 5,102 42,306 △482 41,824

セグメント利益又は損失

（△）
437 387 △352 472 14 486

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△56.01円 2.51円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社

株主に帰属する四半期純損失金額（△）（百万円）
△521 23

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）（百万円）

△521 23

普通株式の期中平均株式数（株） 9,318,687 9,355,697

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（多額な資金の借入）

　米国子会社であるFALTEC AMERICA, INC．において、生産設備の取得資金の調達を目的として、以下の借入を

行っております。

借入先の名称 ㈱みずほ銀行 他

借入金額 16,000,000ドル

借入利率 基準金利＋スプレッド

借入実行日 平成29年10月31日

返済期限 平成31年10月31日

担保提供 無

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年３月14日

株式会社ファルテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　 聡 　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渥美　龍彦　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 種村　 隆 　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファル

テックの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から

平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る訂正後の四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファルテック及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成29年11月13日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

EDINET提出書類

株式会社ファルテック(E02246)

訂正四半期報告書

20/21



利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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